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"人類愛の精神に基づき、悩める病人のための病院たらん"
創立者　平生釟三郎
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　▶　これからの展開　　近年、分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬の発展により、がん治療は「臓器別」から「臓器横断的」へと大きく変化している。
血液領域では、二重特性抗体をはじめとする新規作用機序の薬剤が登場し、これまで経験の少なかった副作用への理解と対応が求められている。今後、これらの
薬剤は固形腫瘍・血液腫瘍の双方で適応が拡大し、抗がん剤治療はさらに複雑化・高度化していくと考えられる。　一方で、がんの早期発見や治療成績の向上
に伴い、患者が「治療と仕事を両立する」ことが社会的にも重要なテーマとなっている。外来・入院を含めた治療スケジュールの柔軟な調整が必要となり、患者本人
や家族、職場が治療内容や副作用を正しく理解することも欠かせない。
　こうした背景から、医師だけでなく、看護師、薬剤師、リハビリ、栄養、医療ソーシャルワーカーなど多職種が連携し、患者の生活背景や価値観を踏まえた包括的
な支援を行うことがこれまで以上に重要となる。治療の高度化と患者の生活支援の両面に対応するために、医療従事者間の密なコミュニケーションと協働体制を構
築し、患者にとって最適な治療と生活の両立を支えていく必要がある。

▶　得意領域の深化　　がん医療は、遺伝子情報にもとづく個別化治療の進展により大きく変化している。免疫チェックポイント阻害薬の併用療法をはじ
め、治療選択肢は年々増加しており、標準治療が終了した後でも遺伝子検査によって新たに効果が期待できる薬剤を選択できる場合がある。近年では固形腫瘍
だけでなく造血器腫瘍に対しても遺伝子パネル検査が保険適用となり、より幅広い患者に個別化治療を提供できる環境が整いつつある。一方で、遺伝子検査は
必ずしも患者が望む明確な結果が得られるとは限らず、場合によっては家族の疾患リスクに関わる情報が含まれることもある。そのため、検査前後の十分な説明と心
理的サポートが不可欠である。当院では神戸大学医学部附属病院と密に連携し、遺伝子パネル検査を適切に活用しながら、患者に寄り添った情報提供を行って
いる。さらに、新規治療薬や支持療法の進歩により、高齢者を含む幅広い年齢層で抗がん剤治療の適応が拡大し、予後改善が期待できるようになってきた。治療
の高度化に伴い、患者が適切な情報を得て治療を選択できるよう、年齢や背景に応じた丁寧な説明と啓発活動が求められる。治療選択、生活支援、心理的ケ
アを含めた包括的なサポートを提供し、患者が安心して個別化治療を受けられる環境を整えていくことが、今後ますます重要となる。

　▶　これからの展開　　糖尿病診療において、次々と新たな薬剤が登場し、テクノロジーを駆使した新たな機器によって、オーダーメイド治療を行うことが重
要である。持続血糖モニターCGM/FGM、持続皮下インスリン注入CSII、その利点を合わせたSAP治療等、これらの機器を使用することにより、患者の状態を詳細
に解析し適切に対応することができるようになってきた。当科を受診された患者に対しても、最新の情報を提供し、適切に対応することによって、今まで以上に細かく
病態把握を行い、その患者に合った治療法の選択を行えるように努めている。

▶　得意領域の深化　　当院では糖尿病センターとして、腎臓内科、循環器内科、眼科、脳神経外科、整形外科、形成外科等の糖尿病に関連する多
くの診療科と連携をとることにより、糖尿病合併症に対してもきめ細やかな対応に取り組むことが可能となっている。また日本糖尿病学会指導医3名、専門医4名に
加えて、看護師、薬剤師、栄養士、理学療法士、公認心理師を始めとする医療スタッフによるチーム医療によって糖尿病診療の質を上げるよう努力している。
2025年より減量外来を開設し、院内紹介のみならず他施設からの紹介も増加している。減量外来以外でも常時当科において対応できる体制を整えている。
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　▶　これからの展開　　呼吸器内科は2020年4月に開設し、呼吸器専門医2名で診療を開始した。神戸大学呼吸器内科の関連病院では、兵庫県
内で最も東に位置する病院である。⾧らく呼吸器内科の専門医を擁する総合病院がなかったエリアであり、神戸市東灘区周辺地域の患者や、地域医療を行って
いる先生方のご要望に応えていけるように取り組んでいきたい。2022年度の増床に伴い、より多くの方の診療を行っていきたいと考えている。現在は指導医2名、専
門医2名を含む6名体制となり、外来、入院ともフレキシブルに対応できており、近隣施設からの紹介も増えてきている。

▶　得意領域の深化　　肺炎や結核・非結核性抗酸菌症などの呼吸器感染症、肺がん、間質性肺炎、気管支喘息や慢性閉塞性肺疾患（COPD）
など幅広く診療を行っている。2024年4月からは常勤の呼吸器内科スタッフが計6名となった。また、看護師や薬剤師とも協力し、重症喘息の治療にも力を入れて
いる。2025年2月からは、兵庫県内で初めて肺非結核性抗酸菌症の専門外来を開設した。呼吸器外科や放射線科との連携もできており、様々な診断・治療の
選択肢をご提供できるものと考えている。 救急搬送される肺がんや間質性肺炎急性増悪の患者も増えており、救急部との協力関係を強化していく。2025年度か
らは睡眠時無呼吸の入院・外来診療を循環器内科から引き継ぎ、近隣の医療機関と連携して診療を行っている。

　▶　これからの展開　　東灘区における地域医療の拠点として、消化管出血や胆嚢結石性胆管炎をはじめとする消化器救急疾患の受け入れ・対応体
制を今後さらに強化していく。近年、地域内で増えつつある内視鏡クリニックや消化器内科クリニックの先生方との緊密な病診連携を軸とし、入院適応となる内視鏡
治療対象疾患、胆膵疾患、肝臓疾患などの専門領域における受け入れ体制をいっそう強固なものにする。
　脂肪性肝炎を含む慢性肝炎や肝硬変に対しては、客観的な診断のもときめ細かな治療を実践し、肝疾患拠点病院としての活動を推進する。また、消化器癌の
治療においては、当院の強みである「診療科間の垣根の低さ」を最大限に生かし、腫瘍内科や消化器外科と緊密に連携。診断から治療、その後のフォローに至る
まで、シームレスで迅速な医療を提供する。

▶　得意領域の深化　　当科では、消化管悪性腫瘍に対する確実かつ低侵襲な内視鏡治療を実践している。術前の正確な範囲診断に基づき、瘢痕症
例などの困難例にも対応し、部位や症例に応じて全身麻酔下での施行や消化器外科との合同手術を行っている。胆膵領域においては、熟達した技術を要する
EUSやERCP関連手技を網羅し、術後再建腸管症例に対してもダブルバルーン小腸内視鏡を用いてアプローチ可能。また、がん性疼痛や狭窄に対する消化管・
胆管ステント留置、EUS-CPN（腹腔神経叢ブロック）など、症状緩和を目的としたインターベンションも行っている。さらに、特定の専門疾患については神戸大学と
緊密に連携している。食道アカラシアに対する食道運動機能評価およびPOEMの施行、炎症性腸疾患（IBD）に対する厚生労働省治療指針に準拠した新規
認可薬剤による治療など、先進的な医療を提供している。
MASLD/MASH、自己免疫性肝疾患などの慢性肝疾患、肝硬変や肝細胞がんに対しても、ガイドラインに沿った専門的な診断・治療を行っている。
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　▶　これからの展開　　緩和ケア内科/緩和ケア病棟が一丸となり、急性期型の緩和ケア病棟として、院内外のリソースと連携し、高度な症状緩和対応
のみならず、合併症への対応も行うなど、従来の緩和ケア病棟では支えきれなかった地域のニードに対応していく。
また、2026.6月からは透析中止および透析困難である腎不全患者の受け入れに関しても対応していき、がん・非がんに関わらず、苦痛を抱える進行疾患患者の
より良い生活へ貢献できるようケアレベルの向上を図っていきたい。

▶　得意領域の深化　　甲南医療センター緩和ケア病棟の強みは「緊急対応」と「地域連携」と言える。緩和ケア病棟の「神戸市東部の住民が安心して
療養できる環境を質の高いレベルで提供していく」というミッションを共有し、休日・夜間問わず、在宅療養されている患者に、入院が必要となった場合には受け入れ
を行っている。（事前に入棟面談受診後の患者に限る）
　また、なるべく患者がご自宅で苦痛なく過ごせるよう、訪問診療を行う医療機関、訪問看護ステーション、ケアマネージャーらと綿密な連携をとっている。この綿密な
連携により速やかな入院受け入れが可能となっている。

　▶　これからの展開　　甲南医療センター自体が東灘の地域に根ざした救急医療に力を入れており、それに伴い脳神経内科も脳卒中や神経救急に診
療の重点を移し、フットワークの軽い脳神経内科を目指している。また、医師の働き方改革が叫ばれており、スタッフの増員にともない脳神経内科では主治医制から
チーム制へ移行し、その結果として医師一人ひとりの負担の軽減を目指している。そのため毎日朝夕にカンファレンスを行い、全入院患者を全スタッフで把握し、質の
高い医療の維持に努めている。

▶　得意領域の深化　　脳卒中診療に力を入れており、脳神経外科とタッグを組んで質の高い診療を行うことを目指している。そのため、に2021年4月より
脳神経外科と週1回合同カンファレンスを開催し、症例や最新の治療法・ガイドラインの共有を行い、診療科に関わらず標準的な治療を患者に提供できる行う体制
を構築している。また、前述とは別にリハビリカンファレンスも行い、リハビリテーション科も含め、多職種による円滑なチーム医療を行うようにしている。さらに、2022年1
月からは毎週火・木・金曜日の夜間に脳神経内科もしくは脳神経外科医が必ず当直を行い、断らない脳卒中診療を目指し、血栓溶解療法や血栓回収療法の
件数も増加している。
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　▶　これからの展開　　甲南医療センター消化器外科は特にがん診療に力を入れており、消化器内科、腫瘍血液内科、放射線科、病理診断科、緩和
ケア内科と密に連携している。キャンサーボードを定期的に開催し、当院で推奨される方針を決定する。さらに、リハビリテーション部、栄養管理部とも協力し、患者の
術前、術後の適切な管理を行っている。病棟でも看護部、薬剤部と多職種チームで患者の安心・安全につながる医療の実践に努めている。救急医療にも力を入
れており、24時間365日のオンコール体制で、地域の皆様に貢献できるようなシステム構築をしている。術直後で自宅退院が困難な場合には、六甲アイランド甲南
病院を中心とした施設とも連携し患者やご家族の状況に応じたフォローアップができるよう調整し、大病院にはない小回りや温かみで、患者に満足していただけるよう
務めている。また2024年より消化器病センター外来枠を増設し、消化器疾患に対する診療科横断的な対応を可能とし、地域の消化器診療の要として体制整備
を進めている。
　神戸東部、芦屋を中心とした地域に根ざし、住民の皆様の信頼を得られるよう、チーム一丸で診療レベル向上を図っている。

▶　得意領域の深化　　当科の手術はおよそ80％が腹腔鏡手術となっている。スタッフのうち8名が日本内視鏡外科学会技術認定医の資格を有してお
り、技術面でも高い質が担保されている。2023年からロボット支援下手術を導入し、結腸切除、直腸切除、胃切除、肝切除、膵切除、鼠径部ヘルニア手術を実
施しており症例数も増加傾向にある。また食道外科専門医（1名）や肝胆膵外科高度技能専門医（2名）も在籍しており、高難度手術も実施可能な施設で
あることも特徴といえる。2026年から肛門外科専門の女性医師も着任している。ロボット支援下手術を中心として低侵襲手術から、高難度手術まで幅広く実施で
きる数少ない施設であり、地域への貢献度を高めるべくこれからも研鑽に努めていく。また神戸大学を中心とした外科専門研修プログラムの連携施設として専攻医
を受け入れ、若手外科医の教育・指導にも力を入れており、将来の外科診療を支える人材育成を目指している。

　▶　これからの展開　　循環器疾患は虚血性心疾患、弁膜症、不整脈、末梢動脈疾患、心不全などがあり緊急を要する疾患が多く迅速な対応が不
可欠でありクリニック、近隣の病院とは循環器疾患のホットラインを設け、スムーズな受け入れを行っている。SNSや病院主催のWEB会議といったICTを活用した病
院連携にも取りくんでいる。救急隊とは密接な協力体制を取りHOT LINEも活用し積極的な循環器救急受け入れを行っている。今後も病診連携、病病連携を
積極的に進めてゆく。年間のPCI件数は４００件以上となっており神戸市でも有数の症例の多い病院となった。不整脈ablation件数も増加しており不整脈医の
増員も得てパルスフィールドアブレーションも５月より開始しより安全な心房細動アブレーションを行い件数の増加を見込んでいる。また心不全診療に関しては当院
は年間２００症例以上の心不全入院患者を受け入れている。本年度の診療報酬改定で心不全再入院予防継続管理料が新設され、当院では入院での管理
料1および外来での管理料2を算定する。また管理料3を算定する地域のクリニックとの連携を行い当院循環器内科が地域での心不全診療の中心となりマネジメン
トを行ってゆく。

▶　得意領域の深化　　カテーテル治療、不整脈、心エコー、心不全などの専門医が多数在籍しており、すべての循環器疾患に対応している。虚血性心
疾患に対しては、従来のステント治療だけでなくロータブレーター、DCB（Drug-coated Balloon）による治療を行っており、重症大動脈弁狭窄症に対しては、バ
ルーンによる治療（BAV）も積極的に行っている。そして不整脈診療においてはカテーテルアブレーションを行う不整脈医の増員とパルスフィールドアブレーションが導
入され、心房細動のアブレーションがさらに安全に短時間で施行できることが期待され、今後症例数を増やしてゆく。ペースメーカー治療においてもリードレスペース
メーカーの植え込みもおこなっている。心不全治療に関しても最新のエビデンスに基づいた加療、心臓リハビリ、多職種連携での再入院予防を行っており、さらに地域
医療機関とも連携をおこなって東神戸の心不全診療の中心としての心不全診療を行ってゆく。
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　▶　これからの展開　　２０２５年以前は２名体制であったが、今年から３人体制となった。２０２５年は前年と比較して若干手術件数は減少し
た。この原因としては膿胸の手術が減少したためであった。肺癌の手術は以前より増加してきているので、肺癌手術年間５０例を目標として呼吸器内科、放射線
科、病理診断科と呼吸器カンファレンスをとおして連携を深めるとともに、近医への訪問を強化して呼吸器症例の増加に努めたい。

▶　得意領域の深化　　救急科の充実にて、外傷を含めた胸部疾患が増加している。オンコール体制を維持して胸部外科緊急疾患の増加に努めるととも
に、肺悪性腫瘍手術の増加に努めたい。

　▶　これからの展開　　乳腺専門医/指導医の資格を持ち経験豊富な医師が中心になって、乳癌をはじめとする乳腺疾患全てに対応可能となっている。
手術は、整容性温存を駆使した乳房部分切除と根治性を追求した乳房切除術提案し、乳房切除術を受ける患者さんに対しては、形成外科との協力で、同時・
異時再建、人工物あるいは自己組織を用いた再建術を選択肢として提供している。また、遺伝診療部、産婦人科との協力で、遺伝性乳癌の診断、遺伝性乳癌
卵巣癌症候群患者に対する予防的乳房切除、予防的卵巣卵管切除いずれにも対応している。早期乳癌患者に対しては、腫瘍内科、放射線科の協力のもと、
術前、術後化学療法はじめ、集学的治療を駆使して根治にあたっている。また、進行再発患者に対しては、QOLの維持と延命を目的に、患者・家族に寄り添っ
て、積極的治療から終末期在宅療養に至るまで、緩和治療科との連携であらゆる段階での治療を行っている。今後はコメディカルスタッフとともにブレストチームとし
て、全ての乳腺疾患患者に対処していきたい。

▶　得意領域の深化　　外来診療は手術日（火曜日）以外の毎日行い、基本的に診療は完全予約制として、患者サポートセンターを通じて、新規紹
介、乳癌二次検診、セカンドオピニオンを全て受けている。六甲アイランド検診センターで施行したマンモグラフィの一次、二次読影を行い、検診要精査者には精密
検査を施行している。また、乳癌地域連携パスを活用して、紹介医、地域の開業医と乳癌患者の連携診療を積極的に行っている。治療に関しては、頭皮冷却装
置を導入し、化学療法患者の脱毛予防処置を積極的に進めている。また、腫瘍内科、産婦人科と協力して遺伝診療部を立ち上げ、遺伝性乳癌を中心に遺伝
カウンセリングを行い、遺伝性腫瘍診療の院内体制づくりを進めている。
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　▶　これからの展開　　外傷や腫瘍切除後の組織欠損に対する再建、リンパ浮腫の外科的治療等マイクロサージャリー技術を用いた再建を増やしていき
たい。

▶　得意領域の深化
1）外傷
　顔面骨骨折、切断指の治療
2)　眼形成外科
　眼瞼下垂症をはじめとする瞼（まぶた）の疾患
3）再建
　皮膚軟部組織欠損に対する再建、乳腺外科と連携して乳房再建

　▶　これからの展開　　脳神経外科手術において、神経内視鏡や術中超音波検査および手術ナビゲーションなどのマルチモダリティを駆使して、より侵襲
性の低い開頭術を実践する。また、脳血管障害の分野においては、その治療法の進歩により、これまで治療が困難であった部位に生じた脳動脈瘤に対して、ステン
ト支援下でのコイル塞栓術や血流改変ステントを用いた脳動脈瘤治療などの従来の治療法より低侵襲かつ有効性の高い治療を展開していく。これまでと同様に敷
居が低く受診しやすい脳神経外科でありながら、最先端の高度医療を提供していく。また、難度の高い治療を提供するに際し、十分な治療効果を納得していただ
き、かつ医療過誤を避けるために、患者や家族に丁寧に病状を説明し、理解を深めて頂いた後に治療を受けていただけるような『よくわかるやさしい脳神経外科』を
引き続き目指していく。

▶　得意領域の深化　　脳卒中の外科技術指導医と脳血管内治療指導医を揃え、より安全かつ有効な治療を選択できるように多角的な視点から診断
治療を行っている。2025年4月から脳卒中センターの運用を開始し、脳外科医と神経内科医のスタッフが連携して、脳卒中診療に当たるようにしている。前年度か
ら導入している脳卒中ホットラインを経由して多くの症例が搬送されており、当院の「断らない救急」診療に準拠した脳卒中診療体制を構築している。
各々の専門性に応じた疾患別脳卒中診療を実践することで、より専門性の高い診断治療をさらに発展的に行っていく。また、脳腫瘍や頭部外傷に対しても、周術
期にICUにおいて専任のスタッフとともに、神経集中モニタリングでリアルタイムに病状を把握し、病状の変化に即座に対応できるシステムを構築している。
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　▶　これからの展開　　院内他診療科からの依頼を受け、外来診察や入院患者へのリエゾンチーム回診を行うのが主な業務内容だが、救急外来での対
応など精神疾患の発症急性期に介入となるケースも少なくない。他科と連携を図りながら、総合病院の精神科として限られた資源の中でできる限りの対応を今後も
行っていくが、単科精神科病院など精神科入院施設のある他科病院との連携を改めて強化していく。

▶　得意領域の深化　　当院の精神科リエゾンチームは精神科医2名、臨床心理士2名、看護師1名で構成されている。それぞれが様々な診療科との
合同カンファレンスや頻回の病棟訪問などから情報を幅広く収集し精神疾患が疑われる患者への早期介入、詳細な病状変化の把握、迅速な治療対応の実践を
目指している。病棟回診前のリエゾンチームカンファレンスでは各専門領域の視点から最適な介入方法について意見交換を行い、多職種ならではの複合的な解決
策を今後も行っていく。

　▶　これからの展開　　これまで取り組んできた近隣クリニックや地域医療機関との連携強化によって紹介患者は徐々に増えてきている。今後も地域との
つながりを大切にし、重要視していきたい。頻度の高い骨折等の外傷や変形性関節症の患者をこれまで通り積極的かつ迅速に受け入れるとともに、当科に専門医
が在籍する脊椎疾患や腫瘍性疾患など専門性の高い疾患についても紹介いただけるよう取り組んでいきたいと考える。質の高い外来診療、先進的な手術を行うと
ともに、患者さんにとって安心できる・温かみのある医療を心がけ、患者満足度にも貢献していきたい。

▶　得意領域の深化　　当科では、脊椎、人工関節、上肢、外傷、スポーツ整形、骨軟部腫瘍など幅広い専門領域に対応することが出来るため、それぞ
れの領域でさらなる成⾧を目指す。特に人工関節分野では、手術支援ロボットの導入を検討しており、変形性膝関節症・股関節症に対する人工関節置換術の
増加と質の向上を確信している。また、近年増加しているがん骨転移患者に対しては、当科単独ではなく、原発診療科、放射線科、緩和ケア、リハビリテーションと
の多職種連携による診療体制を強化していきたい。
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　▶　これからの展開　　小児は滲出性中耳炎、真珠腫性中耳炎、扁桃肥大、乳幼児の難聴、アレルギー性鼻炎、副鼻腔炎など、成人は慢性副鼻腔
炎、慢性扁桃炎、扁桃肥大に伴う睡眠時無呼吸症候群、声帯腫瘤、急性炎症性疾患、顔面神経麻痺、突発性難聴などを中心に、地域の耳鼻咽喉科医院と
連携をとりながら診療を行う。また、慢性涙嚢炎による涙目に対して内視鏡下鼻腔涙嚢吻合術を眼科と合同で行い症例数を増やしたいと考えている。嚥下障害の
診断を通じて、他科診療を支援する。当科は、医師と聴覚専門の言語聴覚士が全員女性で、老若男女、育児中の働く保護者への配慮を含め、丁寧な医療を
目指している。

▶　得意領域の深化　　慢性副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、鼻副鼻腔腫瘍などの鼻内疾患に対する内視鏡下手術では、精細な操作が可能となる反
面、隣接する脳や目などの重要臓器の損傷リスクが高くなる。このためナビゲーション機器を導入し安全性を高めている。近年増加傾向の好酸球性副鼻腔炎は、
重症度に応じて難病指定を行い、併発する気管支喘息に対して呼吸器内科と連携し、手術から生物学的製剤を含めた投薬治療を行う。高気圧酸素治療装置
は近隣病院にない設備で、重症の突発性難聴を中心に施行している。

　▶　これからの展開　　甲南医療センターの眼科は、神戸市東灘区を中心に東は西宮、西は灘区の眼科クリニックとの地域連携を深め、1200～1400
件の年間手術数を堅持している。
今後も神戸市東部の基幹眼科医療施設として診療レベル、緊急疾患の対応力を維持して近隣クリニックからの信頼を勝ち得たい。

▶　得意領域の深化　　白内障手術、硝子体手術の小切開による手術の低侵襲化に続き、緑内障に対する低侵襲手術も日々アップデートされている。
緑内障手術は流出路再建術とろ過手術に分類できるが、ろ過手術は合併症が多く、超高齢者などへの実施には慎重な判断が必要であった。2026年度より当科
はインプラントを用いたろ過手術を計画している。低侵襲化によって手術適応が広がり、緑内障による失明からより多くの患者を救えることを期待している。
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　▶　これからの展開　　診断専門医6人、専攻医3人の計9人が在籍している。病院機能の統合や遠隔画像診断技術の発達に伴って、六甲アイランド
甲南病院の人員を甲南医療センターへ集約し、甲南会2病院の画像診断業務を全て担っている。これによって読影業務の効率化のみならず、知識の共有や他科
の医師・パラメディカルとのコミュニケーションを活性化が得られ、これまで以上の医療水準を提供できるよう努めている。また、2019年秋より、タブレット端末
(SYNAPSE ZERO、富士フィルムメディカル®)を用いた遠隔画像診断も導入している。甲南医療センターの掲げる「24時間365日断らない救急」を後押しできる
よう、夜間・休日を問わず読影可能な体制としている。

▶　得意領域の深化　　近年、人工知能(Artificial Intelligence:AI)の技術がますます進歩している。一時は「医療へのAIの導入により放射線科
医が不要になる」といった話も囁かれていた。しかし、CT/MRIを含めた最新の医療技術に触れる機会の多い放射線科医にとってAI技術との親和性は高く、現在で
は「放射線科こそが医療へのAI導入の先進的・中心的役割を果たす」という流れへ変化しつつある。AI技術の導入は大学病院レベルのみならず、甲南医療セン
ターにおいても徐々に進んできている。(CTコログラフィーでのポリープ解析、肝細胞癌に対するTACE時の腫瘍血管解析など)AIと共存し、これらの技術を駆使して、
将来的にもさらに精度の高い医療を提供できるようにする。

　▶　これからの展開　　皮膚科領域における生物学的製剤の適応疾患も増え、紹介患者様も増えていくと考えられる。地域に根差した皮膚科診療を円
滑に行うために、今後は病診連携を密にしていくことが重要と考えている。日々の診療では引き続き、質の高い医療を提供するために診療レベルの向上に努めたい。

▶　得意領域の深化　　外来では皮膚科疾患全般の診療を行っている。近隣のクリニック等からご紹介いただくことが多い、皮膚感染症や帯状疱疹、水疱
症、重症薬疹、下腿潰瘍などの疾患で入院加療を必要とする患者様にも適切に対応している。これからも丁寧な診療を心がけたい。
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　▶　これからの展開　　現在、泌尿器科腹腔鏡下手術認定医不在にて、それらの必要性があれば主に大学病院に紹介している。手術治療としては経
尿道的手技を主とし、前立腺肥大症に対しては投薬加療のみならずレーザー使用による低侵襲手術等での対応を勧めたい。開腹手術に対しては他科の必要性
に応じて行う予定。

▶　得意領域の深化　　泌尿器科全般について外来診療を行い、必要があれば入院で対応を行っている。手術は経尿道的手術（膀胱癌や前立腺肥
大、腎・尿管・膀胱結石に対する内視鏡的破砕術）や体外衝撃波結石破砕術、前立腺生検を中心に行っている。抗癌化学療法は前立腺癌、膀胱癌、腎癌
など泌尿器科腫瘍に対して行っている。

　▶　これからの展開　　蛋白尿から維持透析までの一貫した腎臓病診療を発展させていきたい。医師とともに、血液浄化センタースタッフ、病棟スタッフ、
薬剤師、栄養士、理学療法士、医事課を含むチームが協力してCKDにとりくみ、教育入院や外来での慢性腎臓病透析予防管理の件数を増やしていく。透析患
者運動療法加算の算定もとれるようにする。東灘医師会に対して、当院のCKDの取り組みを強くアピールし紹介患者の増加をめざす。腎臓病教室は年2回の開
催を続けていく。腎生検の件数は増加の傾向であるが、検尿異常の患者を今以上に紹介していただけるよう、病診連携を強めていく。

▶　得意領域の深化　　透析導入患者の高齢化が進み、甲南医療センターに外来通院することが困難な患者が増えている。六甲アイランド病院血液浄
化センターでは送迎サービスをおこなっており、甲南に通院できない血液透析患者は、六甲アイランド甲南病院に積極的に紹介するようにしていく。一方、在宅治療
である腹膜透析は、高齢者であっても家族や訪問看護師のサポートで治療が行える場合がある。高齢であるからといって諦めずに、腹膜透析の説明を行い、腹膜
透析導入を増やすようにしている。訪問看護ステーションのスタッフと一緒に勉強会を繰り返し行って、知識・情報を共有して連携を保つようにしている。
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　▶　これからの展開　　産婦人科ほど多岐にわたる診療を担う診療科は他にないと言える。出産に始まり、思春期のヘルスケア、妊娠・分娩、成熟期にお
ける子宮筋腫・子宮内膜症・卵巣嚢胞などの良性疾患の治療、更年期医療、婦人科悪性腫瘍の診療、さらには老年期疾患まで、女性の一生に寄り添いながら
健康を支える医療を、常に高い水準で提供していきたいと考えている。当科は、女性の健康を守る良きパートナーとして、地域に信頼される診療科を目指している。
そのために、当科が得意とする腹腔鏡手術やロボット支援手術などの低侵襲手術をさらに発展させるとともに、常に最新の知見や技術を取り入れ、診療レベルの向
上に努めていきたい。また、少子化時代に求められる新たな周産期医療のあり方についても常に模索し、無痛分娩をはじめとした地域のニーズに応えられる体制づく
りを進めていく。さらに、学会発表や論文発表を積極的に行い、地域住民の皆様や医療関係者への情報発信を通じて、地域に根ざした中核病院としての役割をよ
り一層強化していきたい。加えて、今年度より日本産科婦人科学会専門研修基幹施設となったことを契機に、若手医師教育にもさらに力を注ぎ、次世代の産婦
人科医育成にも積極的に取り組んでいく方針である。

▶　得意領域の深化　　当院は兵庫県より地域周産期協力病院の指定を受け、地域周産期医療ネットワークの一翼を担っている。NICUを有していな
いため、原則として妊娠35週以降の症例を取り扱っているが、近隣クリニックから重症症例の紹介を受けるなど、地域周産期医療において重要な役割を果たしてい
る。また、従来より医師のスキルアップに力を入れており、当科は産婦人科領域のサブスペシャリティである周産期専門医、婦人科腫瘍専門医、女性ヘルスケア専
門医に加え、腹腔鏡技術認定医およびロボット手術技術認定医の修練施設となっている。各医師が専門性を高めることで、診療科全体としての医療レベル向上を
図っている。さらに、これらの専門技術を融合した婦人科悪性腫瘍に対する低侵襲手術を当科の特色としており、特に子宮体癌に対するロボット支援手術は神戸
市内でも限られた３つの施設のみが実施している。当科には地域の医療機関から広く患者紹介を頂いており、今後も高度かつ安全な医療提供を通じて地域医療
への貢献を続けていきたい。

　▶　これからの展開　　東灘区・灘区で唯一の小児病棟を持つ病院として、入院が必要な小児を受け入れている。年間に約10００～1300人の小児患者の

入院がある。また、神戸市小児二次救急輪番病院として、年100日程度の二次輪番を受け持っており、休日や時間外にも、救急搬送や、神戸子ども初期急病センターから
の入院患者にも対応している。小児病棟は25床あり、個室を多くとり、数々の感染症にも対応している。小児病棟として、内科的疾患だけでなく、耳鼻科、整形外科、形成
外科などの手術にも対応している。病棟には病棟保育士を配置し、子どもの年齢に応じた療育支援を行っている。新生児室には4台の保育器があり、低出生体重児や、性
直後の新生児のトラブルにも対応している。

▶　得意領域の深化　　小児科医は感染症などの急性疾患全般に十分な経験を持つだけでなく、それぞれが専門分野を持ち、専門的な診療を行っている。現

在、アレルギー学会専門医が3名（うち1名が指導医）、頭痛専門医が1名在籍しており、アレルギー外来、腎外来、頭痛外来などを開設している。
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　▶　これからの展開　　救急科は北米型ER構造の救急外来とICU・HCUの診察管理を行っている。救急外来は初療室４（うち感染対策兼用２）・感染対

策用室２・一般診察室２、点滴室６を合わせ14床で運用している。2023年に救急専門医2名が常勤となり、さらに2026年より救急専門医が3名となった。当科スタッフは
かわらず3名であり救急対応能力が上昇。小児から高齢者まで幅広い年齢の対応が可能となった。3名中1名はICU専任医としてICUに常駐しており、救急外来ではスタッフ
2名・臨床研修医３-4名の基本体制で対応。救急車台数は年間6000件前後で推移できており専門性の高い疾患については各科オンコールの先生に診察頂き、平日日
中の救急応需はほとんどの症例で対応可能となってはいる。平日日中の医師数としては救急患者が集中して来院しても受け入れることができる体制とはなっているが、画像検
査が進まないことや看護師の人員が足りないこと等により救急外来からの退室が進まずERが満床となり対応に苦慮する場合がある。看護助手の配置や看護師の増員が急務
である。病院間搬送に診療報酬がつくようになり病院救命士の配置をすることにより迎え搬送や下り搬送による安全な患者搬送と病院利益の向上も図る必要がある。ICU・
HCUに関してはセミクローズのICU・HCUとしており、他科からの依頼があれば集中管理を当科でおこなって重症患者の安全な退院を支援できている。ただ、重症患者の指標
であるSOFA5点以上の患者の割合が少ないことによりICU加算１の維持につき課題は残っている。

▶　得意領域の深化　　日勤帯のERに関しては救急専門医を中心とし研修医の教育もしながら質の高い医療を地域患者に提供している。救急専門医がfirst-

touchし必要であれば各専門科の医師にコンサルトができる環境がそろっている。救急ERは病院のハブとして機能するべきであるという理念をもとに診療を行っており他科他職
種との連携もスムーズに行えている。優先度の判断を救急専門医が行うことにより同時多数の救急患者を一度に受け入れることが可能となっており、救急車の断り症例はほと
んどなく、また研修医にも救急現場での判断力やコンサルトの技術を伝えることが可能となっている。2025年度施行の病院機能評価においても救急外来ERはA判定を頂いて
おり外部にも高い評価を得ている。ICUに関しては2023年11月より日勤のICU専任医を救急科医が担っており挿管人工呼吸管理などの高度な急性期医療を行っている。
それまでは各科管理であったICU患者の挿管期間を短縮し重症患者のICU退室までの期間の短縮に寄与している。ICU加算としては各診療科の協力のもと1加算を取得し
ており、また多職種との連携を行いつつ早期栄養・早期リハビリ・周術期口腔ケアなどによりICU入室患者の予後改善に取り組んでいる。また夜間休日などの時間外に関して
も救急専門医である救急科医がになっており従来であれば断っていた重篤患者の受け入れのハードルを低くしている。

　▶　これからの展開　　口腔外科疾患全般に対して質の高い医療を提供できるよう研鑽を積み、紹介元医療機関より信頼され、地域に必要不可欠な
歯科口腔外科となるよう努力していきたい。また、院内においても、全身麻酔手術、がん化学療法、緩和ケアを受ける患者や集中治療室入室患者などに対して、
対象診療科のご理解とご協力のもと、積極的に歯科介入（周術期口腔機能管理）し、口腔内を清潔にして食べる機能を回復することで、術後肺炎などの合併
症の予防や治療成績の向上に貢献したい。

▶　得意領域の深化　　当科では、患者がストレスなく安心して抜歯できる体制を整えている。親知らず（智歯）が深い位置に埋伏している場合や、抜
歯に対する恐怖心の強い患者に対し、入院（2泊3日）のうえ全身麻酔下での抜歯を行っている。2025年の全身麻酔下抜歯症例数は296例と当科の入院症
例の多くを占めており、得意領域となっている。
　また、2024年4月に周術期口腔ケア室を開設していただき、専用の診療ユニットで歯科衛生士が活動できたことにより、周術口腔機能管理実施症例数を大幅
に増加（2023年:343例、2024年:956例、2025年:1884例）することができた。欠員していた歯科衛生士2名を2026年4月より新規採用により補充
することができ、7名体制となったので、本年度はより充実した周術期口腔機能管理を実施できると考えている。
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　▶　これからの展開　　麻酔科管理症例は昨年度も順調に症例数を増やすことができた。全身麻酔での管理が困難と考えられる重症患者に対しても、
区域麻酔を行って安全な管理を行っている。合併症の多い高齢者だけでなく、小児にも対応しており、灘・東灘区での小児手術症例を支えている。２０２５年度
から産婦人科、産科病棟と協力し、無痛分娩をスタートした。総合病院としての安全管理の行き届いた麻酔分娩を行っていく予定である。

▶　得意領域の深化　　甲南医療センター麻酔科では地域の救急患者を幅広く受け入れる急性期病院として、緊急手術に柔軟に対応している。麻酔科
指導医３人、専門医５人を有しており、安全性・専門性の高い麻酔の供給が可能となっている。超高齢者や、ASA-PSの高い重症患者に対しても他診療科医
師やコメディカルとの連携を図り、綿密な術前評価・術後管理を前提として麻酔管理を行っている。
麻酔科医の役割の一つとして周術期全身管理がある。集中治療専門医も在籍しており、術後を見据えた麻酔管理、指導を行っている。
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1
第13回地域連携カンファレンス
「大腿骨近位部骨折に対する早期手術」
「大腿骨近位部骨折術後の二次性骨折予防」

甲南医療センター
座⾧:整形外科　診療部⾧　牧野健
講師:整形外科　診療部⾧　牧野健
　　　　整形外科　医⾧　佐々木優

6月12日 WEB開催 13名（医師）

2 第6回東神戸循環器症例カンファレンス
甲南医療センター
循環器内科　診療部⾧　大久保　英明

7月31日
甲南医療センター
WEB開催のハイブリッ
ド開催

26名（医師）

3
第11回
看護師のためのオンラインセミナー
「地域でつなぐ脳卒中治療:一時脳卒中センターコア施設と所領の連
携」

甲南医療センター
脳卒中看護認定看護師
主任　川人　一展

8月7日 WEB開催 14名（看護師）

4
第14回地域連携カンファレンス
「鼠径部ヘルニアの治療方針と腹腔鏡下修復術の実際」
「低侵襲化が進む肝癌の外科治療の現状について」

甲南医療センター
座⾧:消化器外科　診療部⾧　後藤　直大
講師:消化器外科　部⾧　      中山 俊二　
　　　　消化器外科　部⾧　       権　英寿

8月28日 WEB開催 19名（医師）

5
第3回地域連携懇話会
「脳卒中の最新治療～東灘区唯一無二!甲南医療センター脳卒中
センターとは?～」,「最近の大腸がんに対する診断と治療
～消化器疾患における一歩すすんだ医療連携をめざして～」

甲南医療センター
座⾧:副院⾧　腎臓内科　藤森　明
講師:脳神経外科　診療部⾧　藤田敦史
講師:消化器内科　診療部⾧　矢野嘉彦

9月20日 神戸ベイシェラトン 158名（地域の医療従事者）

6 第12回看護師のためのオンラインセミナー
「ACP:アドバンス・ケア・プランニングの考え方・進め方」

甲南医療センター
緩和ケア認定看護師
主任　江川　亜希

10月23日 WEB開催 24名（看護師）

7 第15回地域連携カンファレンス
「鼻・副鼻腔疾患の取り扱い～世代別の治療選択～」

甲南医療センター
座⾧:副院⾧　小児科　太田 國隆
講師:耳鼻科　部⾧　　 小池 雪絵

11月6日 WEB開催 20名（医師）

8
第13回看護師のためのオンラインセミナー
「フィジカルアセスメントの基礎～重症化させないために知っておきたいこと
～」

甲南医療センター
集中ケア認定看護師
主任　山根　堂代

11月13日 WEB開催 36名（看護師）

9 第14回看護師のためのオンラインセミナー
「CKD患者さんのここに注意!腎機能低下から維持透析まで」

六甲アイランド甲南病院
慢性疾患看護専門看護師
主任　米村　朋代

1月29日 WEB開催 23名（看護師）

10 第7回東神戸循環器症例カンファレンス
甲南医療センター
循環器内科　診療部⾧　大久保　英明

1月29日 WEB開催 18名（医師）

11 第15回看護師のためのオンラインセミナー
「ストレスとセルフケア　こころ健康に過ごすために」

甲南医療センター
認知症疾患医療センター
公認心理士/臨床心理士　奥澤　朋奈

2月26日 WEB開催 10名（看護師）

12
第16回地域連携カンファレンス
「もう悩まない!明日から使える『肛門科への紹介基準』とスムーズな病
診連携」,「その胸焼け、PPIだけで大丈夫ですか?～食道裂孔ヘルニア
の紹介基準と外科的介入のタイミング～」

甲南医療センター
座⾧:消化器外科　診療部⾧　後藤 直大
講師:消化器外科　医⾧　内海　昌子
　　　   消化器外科　医⾧　安積　佑樹

3月19日 WEB開催 25名（医師）

13
第7回地域支援ネットワーク
「急性期・在宅における心不全ケア～地域連携を通してその人らしさを
前向きに支える～」

甲南医療センター
社会福祉士　副主任　北川　知子
社会福祉士　 上田　朋佳

3月26日 WEB開催

47名（病院地域連携室、
あんしんすこやかセンター、
訪問看護ステーション、
居宅介護支援事業所など）
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1 独立行政法人医薬品医療機器総合機構
独立行政法人医薬品医療機器総合機構専門委員
の委嘱

委嘱日から
R8年3月31日

消化器内科
診療部⾧　矢野 嘉彦

2 杏林製薬株式会社
第57回阪神耳鼻咽喉科頭頸部外科講習会　世話
人会　出席

4月24日
耳鼻咽喉科
部⾧　小池 雪絵

3 日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 西部胸部疾患懇話会　講師 5月8日
緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

4 国立大学法人神戸大学 神戸大学大学院保健学研究科　非常勤講師 5月15日
産婦人科
副院⾧　森田 宏紀

5 住友ファーマ株式会社 糖尿病領域社内研修会　講師 5月16日
糖尿病・内分泌・総合内科　
医⾧　金谷 雅之

6 インスメッド合同会社 肺NTM症医療連携セミナー　特別講演 5月22日
呼吸器内科　部⾧　中田 恭介
医⾧　関谷 怜奈

7 神戸市メディカルコントロール協議会 第115回救急活動事後検証委員会　出席 6月6日
救急科
副部⾧　宮﨑 勇輔

8 神戸大学大学院医学研究科外科系講座
脳神経外科学分野

脳神経外科5回生（BSL）講義　講師 6月11日
脳神経外科
診療部⾧　藤田 敦史

9 HOYA Technosurgicaｌ株式会社
第51回日本整形外傷学会学術集会:モーニングセミ
ナーC　演者

6月28日
整形外科
医⾧　佐々木 優

10 国立大学法人神戸大学医学部 臨床医学講義　非常勤講師 7月4日
眼科
診療部⾧　石橋 一樹

11 帝人ヘルスケア株式会社 骨粗鬆症病診連携の会㏌灘・東灘　座⾧ 7月10日
整形外科
副院⾧　笠原 孝一

12 帝人ヘルスケア株式会社 骨粗鬆症病診連携の会㏌灘・東灘　講師 7月10日
整形外科
医⾧　佐々木 優

13 第一三共株式会社　兵庫医薬営業部 明石緩和ケアWebセミナー　講師 7月26日
緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

14 明石市こども局明石こどもセンター
令和7年度第1回明石市社会福祉審議会 児童福祉
専門分科会 社会的養護部会　出席

7月29日
救急科
部⾧　竹田 洋樹

15 中外製薬株式会社 網膜・黄斑疾患Conference in KOBE　座⾧ 8月1日
眼科
診療部⾧　石橋 一樹

16 ゼリア新薬工業株式会社 勉強会　講師 8月21日
循環器内科
医⾧　小田島 進

17 第29回日本看護管理学会学術集会 第29回日本看護管理学会学術集会　講師 8月23日
緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

18 第一三共株式会社 北海道医薬営業部
「Cancer Network Conference～道北地区のがん
治療を考える～」　演者

8月27日
緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

19 田辺三菱製薬株式会社 第6リージョン部 マンジャロWEBカンファレンスin KOBE　座⾧ 9月1日
糖尿病・内分泌・総合内科
部⾧　肥後 里実

20 帝人ヘルスケア株式会社
第18回 Seminar for Empowerment in KOBE　
一般講演　講師

9月5日
糖尿病・内分泌・総合内科　
医⾧　浜口 哲矢

21 サノフィ株式会社　スペシャルティケアビジネ
スユニット

神戸市東部小児科・皮膚科 AD カンファレンス 座⾧ 9月6日
小児科
医⾧　谷口 裕章

22 第一三共株式会社 兵庫医薬営業部 「第9回地域の緩和医療を考えるセミナー」　座⾧ 9月8日
緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

23 興和株式会社　大阪支店 KOWA WEB Seminar　座⾧ 9月8日
糖尿病・内分泌・総合内科　
院⾧代行　山田 浩幸

24 第7回日本緩和医療学会　関西支部学
術大会

第7回日本緩和医療学会関西支部学術大会　講師 9月20日
緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

25 日本内科学会第249回近畿地方会
日本内科学会第249回近畿地方会　「若手奨励賞
（初期）1」審査員

9月20日
糖尿病・内分泌・総合内科　
院⾧代行　山田 浩幸
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26 日本内科学会第249回近畿地方会
日本内科学会第249回近畿地方会　「若手奨励賞
（後期）2」　座⾧

9月20日
脳神経内科
診療部⾧　小別所　博

27 日本イーライリリー株式会社
Lilly Breast Cancer Seminar in Fukuoka　参
加

9月28日
乳腺外科
院⾧代行　髙尾 信太郎

28 ブリストル・マイヤーズ　スクイブ株式会社
MDS Treatment Conference 20251003 パネリ
スト

10月3日
腫瘍・血液内科
診療部⾧　下山 学

29 日本イーライリリー株式会社 乳癌治療の最前線in兵庫　座⾧ 10月8日
乳腺外科
院⾧代行　髙尾 信太郎

30 明石こどもセンター 明石こどもセンター家庭復帰等評価委員会　出席 10月9日
救急科
部⾧　竹田　洋樹

31 日本イーライリリー株式会社
Breast Cancer National Symposium 2025 
Autumn　参加

10月11日
乳腺外科
院⾧代行　髙尾 信太郎

32 公益社団法人兵庫県看護協会 認知症看護認定看護師教育課程 B課程 講師 10月15日
脳神経内科
診療部⾧　小別所 博

33 兵庫県立広域防災センター 令和7年度救急救急救命士養成課程　講師 10月20日
救急科
副部⾧　宮﨑　勇輔

34 聴覚障害児支援中核機能強化事業事務
局

第6回神戸市聴覚障害児支援中核機能強化事業協
議会　参加

10月22日
産婦人科
副院⾧　森田 宏紀

35 国立大学法人神戸大学医学部⾧ 臨床医学講義 非常勤講師 10月23日
集中治療部　
部⾧　竹田 洋樹

36 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社メディ
カルカンパニー

【Trauma】国内導入予定の新製品、および新規開発プロジェ
クトに関する　アドバイザリー会議の出席について

10月28日
～29日

整形外科
医⾧　佐々木 優

37 住友ファーマ株式会社 糖尿病領域社内研修会　講師 10月29日
糖尿病・内分泌・総合内科
医⾧　西本 祐希

38 一般社団法人兵庫県テニス協会
男子国際テニス大会「2025兵庫ノアチャレンジャー」　
ドクター

11月13日
整形外科
医⾧　宮本　智弘

39 アルジェニクスジャパン株式会社 FcRn FORUM AUTUMN 2025 in Kansai　演者 11月17日
脳神経内科
医員　宇田　有希

40 ナカシマヘルスフォース株式会社
外傷新規開発品及び導入品に関するアドバイザリー会
議　出席

11月19日
整形外科
医⾧　佐々木　優

41 明石市こども局明石こどもセンター
令和7年度第2回明石市社会福祉審議会　児童福
祉専門分科会　社会的養護部会　出席

11月20日
救急科
部⾧　竹田　洋樹

42 日本メドトロニック株式会社
Medtronic WEB Seminar:Overlap de Night 
with REACT @Osaka　講師

11月27日
脳神経外科
医⾧　重安　将志

43 兵庫医科大学病院　肝疾患センター
肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会　司会　
パネルディスカッション　パネラー

11月29日
消化器内科
診療部⾧　矢野　嘉彦

44 第一三共株式会社　兵庫医薬営業部 第21回北播緩和ケアセミナー　演者 11月29日
緩和ケア内科
部⾧　山口　崇

45 第一三共株式会社　埼玉医薬営業部
緩和医療連携Webセミナー～埼玉日高飯能・東京
青梅～　演者

11月7日
緩和ケア内科
部⾧　山口　崇

46 神戸大学医学部附属病院
兵庫県専門医育成事業第21回兵庫消化器外科腹
腔鏡教育プログラム指導助言講師

11月8日
消化器外科
診療部⾧　後藤　直大

47 公益社団法人医療系大学間共用試験実
施評価機構

医学生共用試験診療参加型臨床実習前OSCE外
部評価者　委嘱

12月14日
消化器内科
診療部⾧　矢野　嘉彦

48 アルジェニクスジャパン株式会社 FcRn Forum in KOBE　演者 12月19日
脳神経内科
医員　宇田　有希

49 クラシエ薬品株式会社 社内講演会　演者 12月3日
低侵襲ロボット手術センター
センター⾧　黒田　大介

50 武田薬品工業株式会社 地域のIBD診療を考える　座⾧ 12月4日
消化器内科
統括部⾧　西岡　千晴

51 神戸大学大学院医学研究科
令和7年度兵庫県広域防災センター消防学校救急
救命士養成課程病院実習　講師

12月5日
救急科
部⾧　竹田　洋樹

52 中外製薬株式会社 第23回日本乳癌学会近畿地方会教育講演6　座⾧ 12月6日
乳腺外科
院⾧代行　髙尾　信太郎
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53 静岡県立静岡がんセンター
静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程　非
常勤講師

①8月15日
②8月14日

緩和ケア内科
部⾧　山口 崇

54 公益社団法人兵庫県看護協会 認知症看護認定看護師教育課程　B課程　講師
①9月3日
②9月4日

脳神経内科
診療部⾧　小別所 博

55 熊本県がん診療連携協議会 2025年度熊本緩和医療研究会　講師 1月17日
緩和ケア内科
部⾧　山口　崇

56 兵庫県立広域防災センター消防学校 令和7年度専科教育「救急科」　講師 2月13日
救急科
部⾧　竹田　洋樹

57 扶桑薬品工業株式会社　大阪支店 第11回神戸透析フォーラム　座⾧ 2月17日
腎臓内科
副院⾧　藤森　明

58 アストラゼネカ株式会社
第2回Severe Asthma Expert Meeting　パネリス
ト

2月26日
呼吸器内科
部⾧　中田 恭介

59 田辺ファーマ株式会社　第6リージョン部
第23回六甲Diabetes Heart フォーラム世話人会　
世話人・幹事等

2月26日
循環器内科
診療部⾧　大久保　秀明

60 クラシエ薬品株式会社 「クラシエがん Supportive Care 講演会」　演者 2月26日
低侵襲ロボット手術センター
センター⾧　黒田　大介

61 日本メジフィックス株式会社 「第1回神戸核医学画像読影勉強会　座⾧ 2月27日
PETセンター
センター⾧　鈴木　加代

62 日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 第190回糖尿病教育学習研究会　講師 2月28日
糖尿病・内分泌・総合内科
部⾧　肥後　里実

63 明石医療センター附属看護専門学校
2025年度社会医療法人愛仁会グループ看護学校
合同交流会　講師

3月3日
救急科
部⾧　竹田　洋樹

64 ギリアド・サイエンシズ株式会社 社内研修会　講師 3月12日
消化器内科
診療部⾧　矢野　嘉彦

65 日本メドトロニック株式会社 M-1症例検討会　講師 3月19日
脳神経内科
医⾧　重安　将史

66 第一三共株式会社　兵庫医薬営業部 第10回地域の緩和医療を考えるセミナー　講師 3月24日
緩和ケア内科
部⾧　山川　崇

1 学校法人甲南学園　甲南小学校 修学旅行の看護師派遣について
5月13日

-15日
東3階病棟
太田　莉瑚

2 兵庫医科大学
助産師の出務に関して（「助産診断技術学Ⅱ（助産
診断実践課程）」〈選択科目〉

6月9日
北7階病棟
副主任　鳥塚　可奈子

3 社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院
看護師の出務について（ICLS研修　信仰記念病院
コース）

6月1日
北5階病棟
主任　川人　一展

4 関西ストーマケア講習会・関西STOMA研
究会

認定看護師の出務について（ストーマケア、創傷管
理、失禁などの基礎知識についての講義と演習）

10月11日
-12日

看護支援センター
副師⾧　松島　佳子

5 園田学園大学 園田学園大学　講義依頼について
6月12日
-7月3日

患者サポートセンター
副センター⾧　岡島　恵子

6 神大附属中等教育学校 神大附属中等教育学校への看護職員の派遣について 7月11日
北7階病棟
福島　あや

7 第一三共株式会社 講演会の講師（パネリスト）派遣について 7月4日
薬剤部
部⾧　奥野　護

8 神戸女子大学看護学部 神戸女子大学への看護師の出務について 12月20日
北7階病棟　小倉　桃香
東3階病棟　鳥塚　可奈子

9 兵庫県看護協会 看護師の出務に関して（ファーストレベルⅡ期） 6月25日
看護管理室
部⾧　山原　敦子

10 兵庫県看護協会 認定看護師の出務について（スキンテアと褥瘡予防） 7月29日
看護支援センター
副師⾧　松島　佳子

11 神戸市医師会看護専門学校 認定看護師の出務について（看護専門課程）
9月25日

-11月6日
看護支援センター
主任　江川　亜希
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12 神戸市立医療センター西市民病院 認定看護師の出務について（第63回ICLSコース） 7月26日
北5階病棟
主任　川人　一展

13 日本腎不全看護学会学術集会
認定看護師の出務について（第28回日本腎不全看
護学会学術集会・総会）

11月29日
-11月30日

看護管理室
副部⾧　永井　美裕貴

14 一般学園法人　住吉学園 看護師の派遣について（尚歯会） 9月20日
北5階病棟
師⾧　岡村　真由美

15 一般社団法人　日本高度実践看護学会
認定看護師の出務について（第1回日本高度実践看
護学会学術集会）

8月2日
-8月3日

看護管理室
副部⾧　永井　美裕貴

16 神戸大学
認定看護師の出務について（排便機能障害ケア研
修）

8月10日
-8月11日

看護支援センター
副師⾧　松島　佳子

17 テルモ株式会社
看護師の出務に関して（兵庫県PDナースステップアッ
プセミナー）

8月31日
血液浄化センター
師⾧　中田　裕子

18 神戸大学
認定看護師の出務について（下部尿路機能障害ケア
研修）

6月24日
-9月27日

看護支援センター
副師⾧　松島　佳子

19 神戸市医師会
認定看護師の出務について（東灘区在宅NST推進
研究会第1回研修会）

9月13日
看護支援センター
副師⾧　松島　佳子

20 神戸大学 認定看護師の出務について（下部尿路機能障害ケア研修）
9月2日

-9月27日
北5階病棟
主任　川人　一展

21 兵庫県がん診療連携協議会
第12回放射線セミナーの講師の派遣について（依
頼）

10月25日
中央放射線部
大嶋　とも華

22 一般社会法人兵庫県助産師会
認定看護師の出務に関して（兵庫子育て・女性支援
センター）

12月19日
北7階病棟
福島　あや

23 兵庫県看護協会 認定看護師の出務について（感染症研修） 11月7日
感染防止対策室
師⾧　窪田　順江

24 学校法人甲南学園　甲南小学校 甲南小学校の校外学習　看護師の派遣について
11月6日

-11月7日
東3階病棟
江口　絵里子

25 社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院
看護師の出務について（ICLS研修　神鋼記念病院
コース）

11月8日
北5階病棟
主任　川人　一展

26 神戸女子大学看護学部 神戸女子大学への看護師の出務について 12月20日
東3階病棟
小倉　桃香

27 神戸女子大学看護学部 神戸女子大学への看護師の出務について 12月20日
北7階病棟
副主助短　鳥塚　可奈子

28 神戸国際会議場 第２８回日本腎不全看護学会学術集会への出務 11月29日
認知症疾患医療センター
副センター⾧　保元　由香

29 神戸国際会議場 第２８回日本腎不全看護学会学術集会への出務 11月30日
血液浄化センター
師⾧　中田　裕子

30 神戸三宮東急REIホテル 第4回HYOGO　PD　Ns　Series　Seminar 12月14日
血液浄化センター
師⾧　中田　裕子

31 兵庫県看護協会 看護師の出務に関して（ファーストレベルⅣ期）
1月23日

-1月30日
看護管理室
部⾧　山原　敦子

32 大阪府看護協会　ナーシングアート大阪
フィジカルアセスメントの基礎知識とスキルを学ぶシミュ
レーション人形などを用いた学習

2月7日
HCU
主認　安岡　裕美

33 神戸大学 兵庫県透析従事者研究会　春季セミナー 3月1日
看護管理室
副部⾧　永井　美裕貴

34 社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院
看護師の出務について（ICLS研修　神鋼記念病院
コース）

1月24日
北5階病棟
主任　川人　一展

35 玉田学園 保護者のためのオープンキャンパスでの講話 3月8日
中央放射線部
髙津　優香

37 兵庫県福祉人材研修センター 介護支援専門員実務研修における講義・演習の指導
3月13日

-3月14日
患者サポートセンター
副主任　松平　康子

38 河原医院
消化器内視鏡の検査介助、スコープ洗浄・管理に関す
る技術指導

3月17日
中央臨床工学部
中西　樹
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1 コグニラボ 御影北地域福祉センター、友愛苑 毎月第4木曜日 地域住民

2 おしゃべり教室 甲南医療センター 奇数月（年6回） 地域住民

3 VR体験会
甲南医療センター、民生委員研修会、
CM研修会、御影北地域福祉センター等

年５回
地域住民、
医療関係者

4 ぴあ会（当事者会） 甲南医療センター ３ヶ月に１回 認知症当事者

5 上映会 御影北地域福祉センターコープこうべシーア 9月25日
地域住民、
医療介護関係者

医師働き方改革
甲南医療センター案内
乳房のしこりについて
ロコモティブシンドロームの診断とその治療
脊椎椎体骨折に対する当院の治療
アドバンス・ケア・プランニング
院内コーディネーター設置のご案内
産婦人科病棟紹介
処方箋有効期限のご案内
シャトルバス待合室ミニミニ講座のご案内
鼠径ヘルニアについて
肛門の三大疾患について

乳腺外科　岡本　明子
整形外科　副院⾧　笠原　孝一
整形外科　副院⾧　笠原　孝一
看護部　統轄部⾧　堀口　美由紀
救急科　部⾧　竹田　洋樹
看護部　部⾧　山原　敦子
薬剤部　部⾧　奥野　護
看護部　統轄部⾧　堀口　美由紀
消化器外科　診療部⾧　後藤直大
消化器外科　診療部⾧　後藤直大

2025年4月
～
2026年3月

デジタルサイネージ

事業内容は、第3次医療法
改正により創設された「地域
医療支援病院」の医療機
能区分と重なるものである。

※甲南医療センターは、
2020年7月に兵庫県より
「地域医療支援病院名称
承認」を受けた。

1 ACP～もしもの時について考えてみませんか～ 看護部　主任　江川　亜希 10月22日 地域住民

2 インフルエンザのお話 小児科　副院⾧　太田　國隆 11月26日 地域住民

3 年末年始の塩分接種について 栄養管理部　副士⾧　大谷　将史 12月24日 地域住民

4 ロコモ体操 リハビリテーション部　技士⾧　山本　健太 1月28日 地域住民

5 健康食品 薬剤部　部⾧　奥野　護 2月25日 地域住民
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1 マタニティ・セミナー 75組、延べ145人参加 年20回開催 甲南医療センター 助産師

2 「ベビーマッサージ」 11組、延べ33人参加 年7回開催 オンライン開催 助産師

3 「睡眠講座」 6組、延べ9人参加 年2回開催 オンライン開催 助産師

4 「保育士コラボ講座　保育士が教える赤ちゃんの
おうち遊び講座」

6組、11人参加 年2回開催 オンライン開催 助産師

5 「１歳までに大切にしたいこころとからだの土台作
り」

7組参加 年1回開催 オンライン開催 助産師
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